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募集開始博士号

取得支援事業

2022(令和4)年度

■ 採用予定人数
特に人数は定めません。

■ 助成金の支給
・支給金額は一人あたり50万円
・支給日は2023年３月（予定）

■ 応募資格
以下の条件を満たす者
・50歳以上（性別、国籍、所属を問わない）
・日本国内に在住している者
・博士課程（博士後期課程を含む）に在籍
するか、論文博士号の取得をめざし、か
つ実行性の高い研究計画書を作成した者、
もしくは博士論文の一部をすでに作成し
た者

・日本国内の大学で博士号を取得予定の者

・当財団のホームページ及び情報誌にて、
　氏名・年齢・写真・研究タイトル・論文
要旨の公開を了承する者

■ 応募方法
（１）提出書類
　　　・指定申請書
　　　・身元証明書
　　　・研究計画書
　　　・推薦書　　ほか
　　　詳細は募集要項でご確認ください
（２）応募締切日
　　　2022年12月9日（金）必着

■ 選考
提出書類および面接により選考

生涯学習開発財団は、「人間は感動する心を失わず、何ごとかを学び続ける限り、年齢にとらわ
れない生き方をすることができる」という理念のもと1983年に設立されました。
平均寿命が延びる今、定年後も学習を継続し、社会へ貢献し続ける中高年の存在は、日本社会
にとって大きな支えとなります。
財団では、現在博士号の取得を目指す50歳以上の方々を対象に、2011年度から支援事業を行っ
ております。この取り組みを通して、来るべき高齢化社会の生涯学習を促進し、よりよい社会作
りに貢献することをめざしています。
本事業は、国籍や性別を問わず、また、研究領域は文系・理系を問いません。独創的で社会的な
意義のある研究を行い、博士論文を執筆中あるいは提出が予定されているすべての方に門戸は開
かれています。皆様からの積極的なご応募をお待ちしております。

一般財団法人 生涯学習開発財団  事務局
〒105-0001 東京都港区虎ノ門1-1-20  虎ノ門実業会館9階   TEL 03-3508-4551
　　　　　　　※事務局移転のため、8/13以降は虎ノ門実業会館【8階】へ
募集要項・申請書は➡ http://www.gllc.or.jp  E-mail  hakushi@gllc.or.jp

お問合せと募集要項の請求は下記まで
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■ 

Ｇ
Ｄ
Ｐ
を
47
都
道
府
県
別
に
分
析

　

国
の
経
済
成
長
や
国
際
比
較
を
す
る
た
め
の
指
標
と
さ
れ

て
い
る
Ｇ
Ｄ
Ｐ
（
国
内
総
生
産
）。
芦
川
敏
洋
さ
ん
は
博
士

号
研
究
で
、
都
道
府
県
単
位
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
着
目
し
た
。
日
本

経
済
は
47
都
道
府
県
経
済
の
集
合
体
で
あ
り
、
地
域
経
済
の

成
長
可
能
性
を
分
析
し
提
言
す
る
こ
と
が
、
日
本
経
済
再
生

に
つ
な
が
る
と
の
認
識
か
ら
だ
。

　

ま
ず
は
、
計
量
経
済
学
的
手
法
に
欠
か
せ
な
い
資
本
ス
ト

ッ
ク
デ
ー
タ
と
し
て
、
県
民
経
済
計
算
の
フ
ロ
ー
デ
ー
タ
を

用
い
、
資
本
形
成
累
計
額
を
積
上
げ
算
的
に
試
算
す
る
こ
と

で
、
47
都
道
府
県
の
潜
在
Ｇ
Ｄ
Ｐ
や
Ｇ
Ｄ
Ｐ
ギ
ャ
ッ
プ
を
推

計
し
た
。
国
ベ
ー
ス
で
議
論
さ
れ
て
い
た
資
本
ス
ト
ッ
ク
の

伸
び
が
経
済
成
長
に
及
ぼ
す
効
果
や
、
成
長
の
地
域
間
格
差

は
収
束
す
る
の
か
発
散
す
る
の
か
と
い
う
論
争
に
つ
い
て
、

47
都
道
府
県
を
サ
ン
プ
ル
に
し
て
検
証
を
可
能
と
し
た
。

■ 

研
究
を
地
元
静
岡
県
の
産
業
振
興
に
活
か
す

　

芦
川
さ
ん
は
静
岡
育
ち
だ
が
、
大
学
と
大
学
院
は
県
外
へ

進
ん
だ
。
卒
業
後
は
霞
が
関
の
官
僚
に
な
る
こ
と
も
考
え
国

家
公
務
員
試
験
に
も
受
か
っ
た
が
、
特
定
省
庁
の
分
野
だ
け

で
な
く
行
政
に
幅
広
く
関
わ
り
た
く
、
静
岡
県
庁
に
就
職
し

た
。
県
庁
で
は
の
べ
17
年
に
渡
っ
て
企
画
部
に
在
籍
し
、
県

庁
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
的
な
役
割
を
意
識
し
て
取
り
組
ん
だ
。

　

35
歳
の
こ
ろ
、
日
本
長
期
信
用
銀
行
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
で

2
年
間
研
修
を
受
け
、
日
本
全
体
を
見
て
静
岡
は
ど
う
か
と

考
え
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
。
ま
た
、
慶
應
義
塾
大
学
大
学

院
前
期
博
士
課
程
に
も
2
年
間
公
費
留
学
の
チ
ャ
ン
ス
を
得

て
、
マ
ク
ロ
経
済
学
の
視
点
で
の
地
域
経
済
分
析
に
関
心
を

寄
せ
た
。
50
歳
を
過
ぎ
、
県
職
員
と
し
て
培
っ
て
き
た
地
域

経
済
分
析
に
関
す
る
見
識
や
成
果
を
、
博
士
論
文
に
し
た
い

と
決
意
。
静
岡
県
立
大
学
の
後
期
博
士
課
程
に
入
学
し
た
。

　

現
在
、
静
岡
県
立
大
の
客
員
共
同
研
究
員
と
し
て
他
の
４

名
の
教
員
と
、
地
元
の
産
業
振
興
の
た
め
の
共
同
研
究
を
進

め
て
い
る
。
論
文
審
査
に
あ
た
っ
た
教
授
が
「
こ
れ
は
面
白

い
」
と
推
し
て
く
れ
て
始
ま
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
。
静
岡

県
は
こ
れ
ま
で
製
造
業
が
盛
ん
だ
っ
た
が
、
今
後
振
興
し
て

い
き
た
い
と
す
る
医
療
・
健
康
関
連
分
野
な
ど
で
、
産
業
の

創
出
・
発
展
を
後
押
し
す
る
研
究
活
動
だ
。

■ 

日
本
経
済
再
生
は
ど
う
す
れ
ば
可
能
な
の
か

　

現
在
の
日
本
社
会
は
、
人
口
減
少
を
と
も
な
っ
た
形
で
の

高
齢
化
が
進
行
し
て
お
り
、
経
済
成
長
の
面
で
は
他
国
と
比

較
し
て
低
迷
し
て
い
る
。
芦
川
さ
ん
の
分
析
に
基
づ
く
日
本

経
済
再
生
の
可
能
性
は
あ
る
の
か
。

　
「
日
本
は
需
要
不
足
、
買
っ
て
く
れ
な
い
か
ら
成
長
し
な

い
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
が
、そ
れ
は
首
都
圏
と
一
部
地
域（
愛

知
、
静
岡
）
の
姿
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
関
西
を
含
む
ほ
と

ん
ど
の
地
方
は
供
給
不
足
な
の
で
す
。
供
給
と
は
、
生
産
を

提
供
す
る
投
資
と
労
働
者
で
す
。
生
産
拠
点
の
地
方
分
散
な

ど
と
並
行
し
て
、
地
方
ご
と
の
特
質
を
活
か
し
た
産
業
の
創

出
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
地
域
レ
ベ
ル
で
マ
ク
ロ
分
析
を
す
る

と
、
山
形
県
や
長
野
県
、
京
都
府
な
ど
は
高
い
生
産
性
を
示

し
ま
す
。
他
の
地
域
も
参
考
に
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　

人
口
問
題
に
つ
い
て
も
、
子
供
の
出
生
率
が
高
い
の
は
圧

倒
的
に
地
方
な
の
で
す
。
子
育
て
が
し
や
す
い
か
ら
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
若
者
が
地
方
に
残
っ
て
働
け
る
産
業
が
あ
れ

ば
、
適
齢
期
の
男
女
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て
、
人
口
減
少
が

緩
和
さ
れ
る
は
ず
で
す
」

■ 

博
士
号
取
得
で
自
信
、
複
数
の
舞
台
で
活
躍

　

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
迷
っ
た
り
、
途
中
で
苦
し
ん
だ
り
し
て
い

る
人
に
は
、
困
難
を
な
ん
と
か
乗
り
越
え
て
や
り
き
る
こ
と

の
メ
リ
ッ
ト
を
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
。

　
「
私
も
定
年
前
の
1
年
間
は
仕
事
が
大
変
で
、
実
質
的
に

休
学
状
態
で
し
た
。
し
か
し
や
り
き
っ
た
と
き
の
達
成
感
と

自
信
は
、
人
生
の
原
動
力
に
な
り
ま
し
た
。
財
団
の
支
援
を

受
け
る
こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
50
歳
以
上
の
人
が
頑

張
っ
て
い
る
の
を
感
じ
、
さ
ら
に
励
み
に
な
り
ま
す
」

　

や
り
き
っ
た
芦
川
さ
ん
は
、
県
庁
で
の
実
務
経
験
と
博
士

論
文
を
買
わ
れ
て
、
複
数
の
肩
書
き
で
活
躍
し
て
い
る
。
先

の
静
岡
県
立
大
学
の
客
員
共
同
研
究
員
の
ほ
か
、
静
岡
社
会

健
康
医
学
大
学
院
大
学
の
総
務
担
当
理
事
、
非
常
勤
講
師
と

し
て
静
岡
県
立
大
学
（
地
域
産
業
論
）
と
静
岡
大
学
（
公
務

労
働
論
）
で
教
鞭
も
と
る
。

２０21年3月　静岡県立大学博士号(経営情報学)取得

芦川敏洋 さん（取得時62歳）

博士号取得支援事業
●博士号取得者インタビュー

「妻は書道家。分野は違うけれども刺激し合って、お互い
に生涯続けられる仕事にできれば」と語る芦川さん。

祝

論
文
テ
ー
マ
：
地
域
経
済
の
成
長
可
能
性
（
都
道
府
県
別
・
資
本
ス
ト
ッ
ク
と
潜
在
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
推
計
を
踏
ま
え
た
実
証
分
析
）

47
都
道
府
県
ご
と
の
産
業
創
出
と
活
性
化
こ
そ
が
日
本
経
済
再
生
の
道
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木村浩子さん（盆栽環境研究会 代表）

　

盆
栽
は
海
外
で
も
「B

onsai

」
で
通
じ
る
ほ
ど
、
日
本
が

誇
る
べ
き
伝
統
文
化
と
し
て
認
知
さ
れ
て
い
る
。
１
９
８
９
年

に
第
１
回
世
界
盆
栽
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。
２
０
１
７
年
に
は

第
８
回
が
さ
い
た
ま
市
で
開
催
さ
れ
、
世
界
中
か
ら
約
１
万
２

０
０
０
人
が
来
場
し
た
。
今
年
は
、
第
9
回
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で

行
わ
れ
る
。
最
も
人
気
が
高
い
イ
タ
リ
ア
で
は
、
日
本
に
も
存

在
し
な
い
盆
栽
の
専
門
学
校
も
あ
る
そ
う
だ
。

　

そ
う
し
た
人
気
の
一
方
で
、
国
内
の
盆
栽
を
取
り
巻
く
環
境

は
他
の
伝
統
芸
能
な
ど
と
同
様
、
継
承
の
危
機
に
あ
る
。
愛
好

者
の
高
齢
化
、
伝
聞
に
よ
る
栽
培
技
術
継
承
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
閉
鎖
性
、
投
機
的
売
買
に
よ
る
不
適
切
管
理
な
ど
の
問
題
も

抱
え
て
い
る
。
そ
う
し
た
状
況
を
改
善
し
、
現
代
に
合
っ
た
情

報
発
信
や
交
流
に
よ
る
盆
栽
フ
ァ
ン
拡
大
に
取
り
組
む
の
が
、

盆
栽
環
境
研
究
会
の
代
表
・
木
村
浩
子
さ
ん
で
あ
る
。

■
「
盆
栽
の
困
っ
た
」を「
盆
栽
で
楽
し
い
」に

　

木
村
さ
ん
が
盆
栽
に
興
味
を
持
っ
た
の
は
10
年
前
。
長
年
科

学
機
器
関
係
の
仕
事
を
し
て
い
た
が
、
植
物
を
育
て
る
仕
事
を

し
て
み
た
く
な
っ
た
。
花
を
植
え
た
り
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ

ン
ト
を
習
っ
た
り
す
る
中
で
出
会
っ
た
の
が
盆
栽
だ
っ
た
。

　

盆
栽
と
聞
く
と
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
趣
味
と
い
う
印
象
が
強

い
。
し
か
も
繊
細
で
育
て
方
が
難
し
く
、
素
人
が
う
っ
か
り
触

っ
て
枝
を
折
っ
た
り
鉢
を
割
っ
た
り
し
た
ら
大
変
な
こ
と
に
な

り
そ
う
だ
。
し
か
し
、
実
際
に
向
き
合
っ
て
み
る
と
お
お
む
ね

偏
見
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
そ
う
だ
。

　

２
０
１
９
年
に
盆
栽
環
境
研
究
会
を
立
ち
上
げ
た
。
グ
ル
ー

盆
栽
と
い
う
文
化
資
源
継
承
の
一
例
：

五
葉
松
瑞
祥
の
個
体
情
報
の
調
査  

―
瑞
祥
の
系
譜
調
査
と
そ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
開
発
―

助成金支給

他
の
松
よ
り
も
成
長
が
早
く
、
個
人
が
関
与
で
き
る
数
十
年
で

鑑
賞
で
き
る
作
品
に
育
て
ら
れ
る
点
で
フ
ァ
ン
も
多
い
。
と
は

い
え
、
名
が
つ
く
よ
う
な
盆
栽
は
人
間
よ
り
長
生
き
す
る
の
が

あ
た
り
ま
え
。
人
か
ら
人
へ
と
受
け
継
が
れ
る
。
日
々
の
手
入

れ
次
第
で
良
く
も
悪
く
も
な
り
、
完
成
は
な
い
。

　

瑞
祥
の
祖
木
は
昭
和
初
期
に
、
神
奈
川
県
の
藤
崎
万
吉
氏
が

苗
木
の
状
態
で
見
出
し
た
と
さ
れ
る
。
培
養
さ
れ
た
後
、
戦
後

の
展
示
会
に
お
い
て
注
目
を
浴
び
て
い
っ
た
。
鈴
木
佐
市
氏
に

よ
っ
て
１
９
５
９
年
に
「
瑞
祥
」
と
命
名
さ
れ
た
。

　

祖
木
は
す
で
に
枯
死
し
て
し
ま
っ

た
が
、
祖
木
か
ら
、
挿
し
木
や
取
り

木
と
い
う
方
法
で
繁
殖
さ
れ
、
受
け

継
が
れ
て
き
た
。
動
物
の
血
統
に
も

似
て
い
る
が
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
種
子
に
よ

っ
て
引
き
継
ぐ
の
で
は
な
く
、
親
木

の
一
部
を
新
た
な
子
木
と
し
て
培
養

す
る
。
木
村
さ
ん
が
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

化
し
た
60
株
あ
ま
り
の
瑞
祥
は
す
べ

て
、
90
年
ほ
ど
前
の
祖
木
・
聖
龍
の

１
０
０
％
分
身
な
の
だ
。

■ 

盆
栽
以
外
の
文
化
継
承
に
も
つ
な
げ
た
い

　

今
回
の
調
査
で
は
、
文
化
資
源
と
し
て
優
れ
た
盆
栽
・
瑞
祥

の
、
祖
木
か
ら
繁
殖
し
た
系
譜
を
で
き
る
限
り
明
ら
か
に
し
、

不
明
情
報
や
新
た
に
生
ま
れ
る
個
体
も
追
加
で
き
る
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
を
作
成
し
た
。
ま
た
、『
瑞
祥
培
養
ノ
ー
ト
』
と
し
て
、

そ
の
歴
史
、
育
て
方
、
繁
殖
方
法
な
ど
を
ま
と
め
た
。
先
人
の

知
見
や
試
行
錯
誤
に
基
づ
く
も
の
だ
が
、
こ
れ
ま
で
伝
聞
や
見

よ
う
見
ま
ね
に
よ
っ
て
継
承
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
体
系
的
に
ま

と
め
、
入
門
者
で
も
理
解
し
や
す
い
テ
キ
ス
ト
化
を
し
た
。
歴

史
と
奥
深
さ
を
持
ち
、生
涯
に
わ
た
っ
て
楽
し
め
る
盆
栽
文
化
。

フ
ァ
ン
拡
大
と
同
時
に
、
文
化
資
源
継
承
の
ノ
ウ
ハ
ウ
と
し
て

他
ジ
ャ
ン
ル
で
も
活
か
し
た
い
と
し
て
い
る
。

プ
チ
ャ
ッ
ト
で
交
流
を
し
な
が
ら
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
展
示

会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
、「
盆
栽
の
困
っ
た
」
を
減
ら

し
「
盆
栽
で
楽
し
い
」
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
む
。

■ 

昭
和
の
名
木「
瑞
祥
」の
系
譜
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化

　

瑞
祥
と
は
、
五
葉
松
の
一
種
で
、
他
の
松
よ
り
も
葉
が
短
く

密
集
し
て
い
る
。
そ
の
特
徴
は
、
自
然
界
の
勇
壮
な
松
の
大
木

を
鉢
の
上
の
風
景
と
し
て
表
現
す
る
の
に
適
し
て
い
る
。ま
た
、

現存する中で2番めに古い瑞祥・相模富士の前で、木村さん(左)と師匠と
仰ぐ日本瑞祥愛好会実行委員長の山口一男さん。「盆栽は道楽、つまり楽
しみを極める道。所有欲ではなく、楽しんで熱心に育ててくれる人に引き
継いでもらいたい。そのためには、盆栽に触れて楽しめる機会や場所がもっ
とあるべき。若い木村さんたちの活動には期待したい」と山口さん。

挿し木(左)。 取り木のため幹から根を出させる(右)
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